
“明るく、元気に、爽やかに” 

“しっかり、きちんと、ちゃんと” 

第２学年通信（１０号 R02.3.16） 

新コロナウィルス感染症が世界中を席巻し、日常生活、各種イベント関係、医療関係、

経済界、スポーツ界、教育界等において、さまざまな負の連鎖を引き起こそうとしていま

す。国民全体が過去にないストレスを強いられ、場合によっては生活スタイルが一変する

など、これまで築き上げてきたものが大きく崩れ落ちていく可能性も秘めています。我々

は、まさに予断を許さない非常事態に立たされているのかもしれません。（大袈裟に言っ

て・・・ちゃんと乗り越えられたじゃない、で終わるといいのですが・・・）  

我々を取り巻く状況は厳しさを増していますが、先日もお伝えした通り、令和２年とい

うこの年を“コロナ一色だった”で終わらせる訳にはいきません。小学生の頃から現在ま

で頑張ってやってきたのは、“今年の頑張りにつなげるため”といっても過言ではありま

せん。大学、短大、専門学校、公務員試験への挑戦、一般企業への就職等、どの道も、皆

さんの人生を大きく左右する、または大部分を決定させていく、非常に優先順位の高い重

大事案ということです。進路実現とは、そういうことになるわけです。そうした意味から

も、混沌とした状況ではありますが、今やるべきことはしっかりやりながら、次の大きな

目標に勇気をもってチャレンジしてほしいと願っています。  

進路実現に向かって、心がけること、意識することをいくつか列挙します。是非とも、

マイページに書き込み、実践してみてください。  

 

１．自分の歩むべき道は、自分の力で勝ち取ろう。そのための準備をしっかり行う。  

２．情報を集めよう。知らないと“選択する”ということができない。  

３．自分の育ってきた環境や自分の夢は何だったのか？振り返りをしよう。自分の事を

良く分析し、良く知ることは大切です。  

  「どんな子供だった？」「どこが強み？短所は？」「仕事は何に向いていそう？」な

どと、家族に聞いてみるのも良いでしょう。  

４．社会人基礎力を身に付ける。（社会が求めている力＝３つの能力と１２の能力要素） 

  ■前に踏み出す力＝①主体性、②働きかける力、③実行する力  

  ■考え抜く力  ＝④課題を発見する力、⑤創造力、⑥計画力  

  ■チームで働く力＝⑦発信力（話す力）、⑧傾聴力（聞く力）  

⑨柔軟性（周りと調整する力）  

⑩状況把握力（空気や風を読む力）  

⑪規律性（ルールやマナーを大切にする姿勢）  

⑫ストレスコントロール力（耐えたり軽減させる力）  

   ・主体性がない人は、“自分で考え決断し行動する”ことを心がけよう。  

   ・発信力がない人は、“勇気をもって、自分の考えや意見を積極的に発言する”

ことを実践してみよう。  

   ・実行力がない人は、チェックリストを作って、自分の計画と実行をマネジメン

トしてみよう。  

５．“評定平均”を上げる。（＝３年の１学期までの成績で勝負していくことになる）  

６．人に磨きをかける。素直さ、誠実さ、真面目さ、一生懸命さ、堅実さ、気持ちのい

い挨拶や返事ができる人など。（“人柄の良さ”が身に付けられれば百人力です。）  

  


